
２．宍道湖の負荷量について

資料 ２

過去の調査（山林系調査）について



山林系の原単位について他湖沼との比較

原単位（g/ha/日）
備考

COD TN TP

霞ヶ浦 38.3 15.6 0.54

印旛沼 ・ 手賀沼 39.9 10.0 0.33

琵琶湖 41.6～56.1 15.4～23.9 0.308～0.428

児島湖 38.7 3.8 0.22

諏訪湖 46.9 11.6 0.88

野尻湖
31 9 0.79 流域１

78.73 4.93 0.83 流域２

八郎湖 89 18.2 0.48

釜房ダム

119.35 8.98 0.56 渇水年

156.74 13.79 0.80 平水年

270.31 19.20 1.25 豊水年

宍道湖 ・ 中海 55 16 0.29



他湖沼における原単位算出の調査方法
調査年度 調査回数 調査地点 調査対象面積 備考

霞ヶ浦

H７～H8 週1回、通年 山林の流出水（2地
点）

13.6 ha 流量・水質を調査

H8 2回 山地の10河川で11
地点

14～154 ha 晴天時に流量・水質
を調査

印旛沼
手賀沼

S53 723日間の調査 草地 傾斜草地における地
表流出負荷を実測

H6 1地点あたり10回 比流量４地点
水質１地点 5.2 ha（うち山林5 

ha）

非降雨時

琵琶湖
S57～
S58

3季(冬、春、秋) 山地の2河川、4地
点

山地のみにて構成さ
れる河川調査

児島湖
H6 晴天時1回

雨天時1回
山林の河川堰、1地
点

17.3 ha 晴天時、雨天時に流
量、水質を調査

諏訪湖 S63～H2 6～12回 4河川

野尻湖 S61～
H15

3～７回 森林1地域 通年

釜房ダム H9～H12 山林4地点

八郎湖 H9～H18 月1回 馬場目川の上流域 5920 ha



原単位算出の調査方法（島根県）

調査年度 調査回数 調査地点 調査対象面積 備考

H3～H4
（現行）

水質および流量
を月２回調査

天候に関わらな
い

斐伊川本線：奥原
川流域

390.0ha 第５期計画において、原単位
として使用。
調査年次が古い。
高比流量時のデータが少ない。

飯梨川：高木川流
域

233.9ha

H18

平水時調査12回
降雨予想時調査
4回
N=234

斐伊川支流：法正
谷川流域

23.3ha 調査を行った場所が中高度。
高比流量時のデータが少ない。

飯梨川流域：蕪谷
川流域

161.9ha

H19～H20

可能な限り高比
流量時に週2回
調査
N=101

斐伊川本線の源
流域である船通
山の麓

625.8ha 斐伊川源流域の調査。
高比流量時のデータあり。

斐伊川の毎日の流量によって変動するよう、L-Q式によって設定



H18調査

平均 0.007 0.031 8.5 1.06 0.070 

法正谷川 最大 0.013 0.054 61.1 1.85 0.441 

最小 0.003 0.011 2.1 0.42 0.017 

平均 0.114 0.071 5.7 1.03 0.055 

蕪谷川 最大 0.240 0.148 19.5 2.43 0.214 

最小 0.008 0.005 1.6 0.41 0.025 

流量 比流量 COD TN TP

m3/s m3/s/km2 mg/l mg/l mg/l

H3～4調査
（現行）

平均 0.154 0.039 2.0 0.35 0.007

奥原川 最大 0.776 0.199 4.0 0.71 0.016

最小 0.033 0.008 0.8 0.19 0.003

平均 0.047 0.020 1.0 0.36 0.006

高木川 最大 0.184 0.079 4.0 0.98 0.040

最小 0.014 0.006 <0.5 0.13 <0.003

原単位算出の調査結果の概要

H19～20調査
斐伊川
源流域

平均 0.234 0.039 2.8 0.48 0.023

最大 2.399 0.400 25.1 1.43 0.190

最小 0.064 0.011 1.0 0.27 0.008



H3～4調査
（現行）

H18調査
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H3～4調査
（現行）

H18調査

図４　Ｌ－Ｑ式(ＴＮ)
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H3～4調査
（現行）

H18調査 図５　Ｌ－Ｑ式(ＴＰ)
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L-Q式の比較

TN
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(単位：g/ha)
山林系の原単位

COD TN TP

第５期計画 ５５ １６ ０．２９

H2～3調査
（現行）

平均値 ５０．１ １４．７ ０．２６４

2005年度 ５０．１ １４．５ ０．２６０

2006年度 ５９．１ １７．７ ０．３１９

2007年度 ４１．２ １１．８ ０．２１２

H18調査

平均値 ２４２ ４２．３ ２．０９

2005年度 ２４１ ４１．６ ２．０９

2006年度 ２８６ ５１．３ ２．４７

2007年度 １９８ ３３．９ １．７２

H19～20調査

平均値 １３３ ２０．８ １．１２

2005年度 １２２ ２０．１ ０．９８６

2006年度 １８１ ２６．１ １．５９

2007年度 ９６．５ １６．１ ０．７６９
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原単位を変更した際の汚濁負荷量（H２０年度）

定住系 観光系 畜産系 事業系 農業系 自然系

COD TN TP

H2～3調査
現行
（0.29）

H18調査
（2.09）

H19～29調査
（1.12）

H2～3調査
現行
（16）

H18調査
（42.3）

H19～20調査
（20.8）

H2～3調査
現行
（55）

H18調査
（242）
H19～20調査
（133）

※ 括弧内の値は、原単位


